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新
編

この教科書は、これからの日本を担
にな
う皆
みな
さんへの期待をこめ、

税金によって無
む
償
しょう
で支給されています。大切に使いましょう。

新しい社会新編

地理
●  この教科書は、教育基本法に掲げられた「平

和で民主的な国家及び社会の形成者として
必要な資質を備えた心身ともに健康な国民
の育成」という教育の目的を達成するため
に、学習指導要領で定められた社会科の目
標や内容に基づいて作成しました。

●  ｢主体的・対話的で深い学び」を通して、
今と向き合い、持続可能な社会の実現に向
けて、変化する社会を生き抜く力を育むこ
とを願い、本教科書を編集しました。小学
校社会科での４年間の学びを受け継ぎ、中
学校社会科の地理・歴史・公民を関連付け
て学ぶとともに、成年となる 18 歳に向け
ての自覚を深めることができるよう配慮し
ました。ご家庭でもぜひご活用ください。

保護者の皆様へ

この教科書は、以下のような工夫や配
はい
慮
りょ
を行っています。

◦�見やすく読みまちがえにくい�
ユニバーサルデザインフォントを�
採用しています。
◦全ての生徒の色覚特性に適応するようにデザインしています。
◦生徒の負担に配慮し、軽量な紙を使用しています。
◦再生紙・植物油インキを使用しています。

◦�印刷業界団体が定めた環
かん
境
きょう
配慮基準を満たす「グリーンプリ

ンティング認定工場」で印刷しています。
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この資料は、令和7年度用中学校教
科書の内容解説資料として、一般
社団法人教科書協会「教科書発行
者行動規範」に則っております。
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●色彩デザインに関する編集協力
色覚問題研究グループぱすてる

■ 編集に携わった人々

　科学の進展やグローバル化、情報化によって、私たちの生活は大きく変化しました。地球上で今起きている
ことをいながらにして知ることができ、世界中の食材が日々の食卓を彩り、世界の人 と々出会う機会も増えまし
た。一方で、世界の人々すべてがそれらの恩恵を十分に受けているわけではありません。私たちは地球で限り
ある資源や空間を分かち合って生活しています。地球に暮らす私たちが平和に暮らしていくためには、空間的
に不均衡な世界の今の姿を知り、互いに理解を深め、文化の多様性を尊重する意識や態度が求められます。ま
た、私たち人類は、環境問題、人口問題、食料問題、貧困や格差の問題など、解決すべき多くの地球的課題
に直面しています。さらに、自然災害に対処するために、自然の仕組みや身近な環境の特徴を正しく捉えたうえ
で、一人一人が行動を考えることが重要です。
　この教科書は、ローカルからグローバルまでバランスよく世界を認識する知識や技能を育て、持続可能な社
会を実現するために欠かせない力を養うことができます。そして、問いを立て、それを探究する学習を積み重ね
ることで、さまざまな視角から世界や日本の姿を柔軟に捉える思考力を身に付けられます。私たち編集委員が
熱い思いと自信を持って編集したこの教科書が、これからの社会を生き抜く確かな力につながっていくことを
願っています。

島津　弘（しまづ　ひろし）
立正大学教授
1962年生。東京大学理学部
卒業。博士（理学）。
■著書/『地理を学ぼう　海外
エクスカーション』、『ポプラ
ディア　プラス　世界の国 （々全	
5巻）』（代表監修）、『上高地の
自然誌』（共著）ほか。

■ 代表者のことば

世界や日本の姿を知り、
「これからの社会を生き抜く力」を育む教科書

教科書活用
Q＆A更新中！

＊「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

The	United	Nations	Sustainable	Development	Goals	web	site:	
https://www.un.org/sustainabledevelopment/

The	content	of	this	publication	has	not	been	approved	by	the	
United	Nations	and	does	not	reflect	the	views	of	the	United	
Nations	or	its	officials	or	Member	States.

パンフ＋αの情報を特設サイトで！
東京書籍　中学校　地理
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「新編 新しい社会  地理」

課題解決的な学習に
わくわくをプラス！

紙とデジタルで
学びがアップデート！

生徒一人一人と
社会がつながる教科書

つの特色33

1
特色

2
特色

3
特色

　この教科書は、課題を自分たちで見つけ、考え、伝えるというプロセスを大切に
しながら、現代社会を学んでほしいとの思いで、多くの人たちの力を集めて作られ
ました。地球上のさまざまな場所で暮らす人々や、その生活の舞台を知ることで、
今を知り、どこに課題があるのか、それはなぜ起こっているのか、どうしたら解決
に向かうのか、これからの社会の在り方を一緒に考えられるように紙面を工夫しま
した。中学生のみなさんに、地理の学びから世界を知り、探究することの楽しさや
奥深さを感じてもらえることを願っています。

わくわくを誘う 学びの入り口 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  8

１時間の学習の流れを「見える化」 �� � � � � � � � � � � � � � � � � �  12

学びを実感！ 学習のまとめ �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  14

さまざまなシーンに最適な
QRコンテンツ �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  18

多彩なQRコンテンツで
学びをサポート �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  20

一人一人の資質・能力を育てる工夫 �� � � � � � � � � � � � � �  22

今と向き合い これからを考える教科書 �� � � � � � � � � �  24

誰一人取り残されない学びのために �� � � � � � � � � � � � � �  26

教科書の構成と学びの流れ ����������������������������������������������������������������������������������  6
特色① 課題解決的な学習にわくわくをプラス！ ���������������������������������  8
特色② 紙とデジタルで学びがアップデート！ ������������������������������������  18
特色③ 生徒一人一人と社会がつながる教科書 �������������������������������  22

教師用指導書・学習者用デジタル教科書のご案内 ���������������������  28
観点別特色一覧 �����������������������������������������������������������������������������������������������������������  30
単元構成と配当授業時数 �������������������������������������������������������������������������������������  35
代表者のことば

目　次

「新編 新しい社会 地理」の
編集にあたって

― 編集部からのメッセージ ―
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教科書の構成と学びの流れ
「問い」を中心に課題解決的な学習を実現！ 

導 入 展 開 まとめ課題をつかむ 課題を追  究する 課題を解決する
動機付け 方向付け 情報収集 考察 まとめふり返り

導入の活動では、章や節の学習を通して追究する「探究課題」を
設定します。生徒が自ら課題を設定することで、学習の動機付け
や学習の見通しの方向付けを行います。

これまで学んだことをふり返り、考察したことや構想したことを自
分の言葉でまとめ、「探究課題」の解決に取り組みます。

本書p.8～11 本書p.12～13 本書p.14～17

学習課題
１時間の問い

探究課題
章や節を貫く問い

チェック＆トライ
１時間のふり返り

探究のステップ
探究課題解決の前に

探究課題
章や節を貫く問い

展開では、地理的な事象等の 意味や意義、特色について調べ、
相互の関連を見たり、社会に見 られる課題を把握して解決に
向けて考察したりする学習を積 み重ねます。

単元のまとまりを意識して深い学びにつなげることができるよう、単元を貫く 探究課題 を
設定しました。１時間ごとの 学習課題 と単元をふり返る活動（探究のステップ）を設ける 
ことで、段階を踏んでスムーズに探究課題を解決できる構成になっています。

問いの構造イメージ

導入 展開 まとめ

探究課題の
解決

見通し

ふり返り

探究課題 探究の
ステップ

チェック＆トライ

チェック＆トライ

チェック＆トライ

学習課題

学習課題

学習課題
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白地図
世界の統計

1 観光客も多く訪れるシンガポール（2018年）

3 熱帯雨林に生息するオランウータン（インドネシア　スマトラ島）
4 高層ビルが立ち並ぶペキン（中国）

2 高さ200m以上の高層ビルの数（CTBUH資料）

＊高さ200m以上の
　高層ビルの数。

ソウル
（韓国）

かん こく

とうきょう

たい わん
タイペイ
（台湾）
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（アメリカ合衆国）
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アジアの自然環
か ん

境
きょう

1 アジアの都市と人口2

アジアの産業3

5 スマートフォンの組み立て工場（インド）

7 インド南部で食
べられているさまざ
まな種類のカレー

アジアの生活と文化5

3103万k㎡（世界全体の23.9%，日本の約82倍）
北アメリカ オセアニア

46.4億人（世界全体の59.5%，日本の約37倍）

ヨーロッパ

面積

アフリカ 南アメリカ

（2020年）

（2020年）
人口

アジア

世界の中のアジア6

6 大都市での交通渋
じゅう

滞
たい

（インドネシア　ジャカルタ　2019年）

アジアの交通と通信4

アジア州で学んでいくこと

-アジア編-

1
アジア州を
ながめて
自然環境や歴史、
産業の特色

2 巨大な人口が支える中国
「世界の工場」とよばれる
工業大国の発展と課題

3 急速に変化する韓国
工業製品や文化の輸出で
発展する隣国とその課題

4 都市化が進む東南アジア
工業化と都市化が進む中で見られる課題

5 人口増加が続く南アジア
ICT産業で急成長するインドとその課題

6 資源が豊富な西アジア・中央アジア
資源にたよらない国づくりとその課題

p.62〜63で
アジア州の

立てよう！
を探究課題

アジアが見える窓からこ
んなことが見えたよ！
みんなだったら、窓から
何が見えるかな？

どんな材料から作られて
いるのだろう？

マレーシア「S
ス ラ マ ッ

elamat t
ト ゥ ン ガ ハ リ

engahari」(マレー語)

トルコ「M
メ ル ハ バ

erhaba」(トルコ語)

そうたさんが見た

アジアの国から

私の中学校は、朝の7時30分に始まって、13時30分には終
わります。終わる時間は早いけど、シンガポールでは成績
が優秀な生徒は授業料が免除されたり奨学金がもらえたり
することが多いから、放課後はみんな、塾

じゅく

や習い事で大い
そがしです。最近学校では、生徒が自分たちでする「掃

そう

除
じ

の時間」が始まりました。日本の学校のやり方がモデルな
ので、日本にならって「S

ソ ー ジ

OJI」とよんでいます。

シンガポールの ジャクソン さん
授業は早く終わるけど

中国「　　　」(中国語)
ニーハオ

韓国「　　　　　　」(韓国語)
アンニョンハセヨ

インド「　　  　」(ヒンディー語)
ナマステ

モンゴル「　  　　　　　　　」(モンゴル語)
サ イ ン バ イ ノ ー

6160

世
界
の
諸
地
域

　ア
ジ
ア
州

2
章
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「世界の諸地域」では、地域の様子を想像しながら学習を始められるよう、
印象的な「一枚の写真」を採用し、地域の姿を映し出す ｢世界の窓」を新設しました。
生徒の“わくわく”とともに、学びの見通しを持つことができます。

教科書p.60〜61の
実寸大 わくわくしたら、次のページを見てほしいのお

課題解決的な学習にわくわくをプラス！

わくわくを誘う 学びの入り口1
特色

8 9

1

特
色



導入ページのQRコンテンツについては、
本書ｐ.18〜19をご覧ください。

計13か所
世界や日本の各地の
中学生が自分が暮ら
す地域を語るコラム
を新設。地域につい
てより身近に感じ、
興味・関心を持てる
ようにしました。

課
題
を
つ
か
む

課
題
を
追
究
す
る

課
題
を
解
決
す
る

「聞かせて！中学生」
現地の中学生が語るエピソード満載！

新 設
NEW

これから学習する内容を分かりや
すく示し、見通しを持って学習に
取り組めるようにしました。

単元の見通しを
持たせるコーナー

新 設
NEW

課題をつかみ、追究しやすくするため、
地域の学習の視点を分かりやすく示
しました。

探究の視点を明示！
主体的・対話的な学びから生徒自身が課題をつかめ
るよう、課題設定の場面には対話の例を示しました。

課題の設定場面を
対話形式で分かりやすく提示

課題解決的な学習にわくわくをプラス！
「世界の諸地域」「日本の諸地域」の導入のページでは、
概観ページと次の見開きを使って、生徒が主体的に課題をつかめる 構成にしました。主体的な学びにつながる 導入ページ1

特色

新 設
NEW

リニューアル

p.60〜61

p.62〜63
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本文ページのQRコンテンツについては、
本書ｐ.18〜19をご覧ください。

本文や資料、「チェック＆トライ」、インデックスやQRコードなど、
紙面の要素を定位置に配置。学習の流れを「見える化」したことで
全ての生徒にとって学習に取り組みやすい紙面にしました。

導入資料
１時間の課題をつかむきっかけとなる
資料を大きく掲載しています。

1
学習課題
このページで学習する内容について、
見通しを持つことができます。

2
本文
学習内容を分かりやすく文章にしています。
重要な用語などは太字で示しています。

3
チェック＆トライ
１時間の学習の最後に取り組んで、学んだ
ことをふり返ります。

4

1

2

3

4

本時の内容の上に、生徒の興味・
関心を誘うサブタイトルを設けま
した。

生徒の
興味・関心を誘う
サブタイトル

新 設
NEW

学習課題やタイトルの隣にQR
コードを掲載。定位置に置くこと
で、迷わずにいつでもQRコンテン
ツを活用できます。

QRコードを
定位置に掲載！

詳しくは、本書p.20〜21を
ご覧ください。

小学校の社会科や「スキル・アップ」で身に
付けた技能を活用しながら資料を読み取った
り考えたりするコーナーに､ を付けました。
また、見方・考え方を働かせる視点の例は、
で示しました。

整理された活動コーナー

１時間の
学習の流れ

課題解決的な学習にわくわくをプラス！

１時間の学習の流れを「見える化」1
特色

課
題
を
つ
か
む

課
題
を
追
究
す
る

課
題
を
解
決
す
る

リニューアル

新 設
NEW

p.64〜65

学びのまとまりごとにイン
デックスを付け、検索性を
高めました。

検索に便利な
インデックス

新 設
NEW

本書p.22もご覧ください。
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確かめよう
単元で学んだ知識を地図などで
確認します。

1
ふり返ろう
確認した知識をもとに、学習を
ふり返ります。

2
まとめよう
思考ツールなどを用いて考えを整理し、
探究課題の解決につなげます。

3
探究課題を解決しよう
3 でまとめた自分の考えをもとに、探究課
題の解決に取り組みます。

4探究課題
解決の流れ

学習のまとめのページを大幅に見直しました。
段階的に取り組むことで、単元を貫く探究課題の解決につなげます。
問いを軸にした課題解決的な学習によって地域の特色を捉えることができます。

「世界の諸地域」では、資料から
地球的課題をふり返るコーナー
を設けました。資料から課題を
読み取る力を身に付けられます。

学習をふり返る
コーナー

新 設
NEW

本文に登場した用語を自分の言
葉で説明できるか確認するコー
ナーです。学習のふり返りや、
言語活動にも活用できます。

ワードチェック
自分の言葉で用語を説明

新 設
NEW

2

1

4

3

自分の言葉で課題の解決に取り組むコー
ナーです。キャラクターの会話が解決へ
と導きます。

探究課題を解決しよう
会話の流れがヒントになる

課題解決的な学習にわくわくをプラス！

学びを実感!   学習のまとめ1
特色

課
題
を
つ
か
む

課
題
を
追
究
す
る

課
題
を
解
決
す
る

「知識」「思考・判断・表現」「主体
的に学習に取り組む態度」のアイコ
ンを示し、評価の観点との関連が
分かりやすくなりました。

評価の観点の明示

新 設
NEW

主体的に学習に取り組む態度

思考・判断・表現知識

p.74〜75

まとめページのQRコンテンツについては、
本書ｐ.18〜19をご覧ください。
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「新編 新しい社会 地理」に掲載の思考ツール QRコンテンツでも思考ツールが充実！
教科書に示した思考ツール以外も選択できるので、自分なりの方法で思考を整理する
ことができます。

本書p.19もご覧ください。

使いたい
思考ツールを
自由に選べる！

付せんのように
自在に入力！

課題解決的な学習にわくわくをプラス！

多様なツールで 思考を整理1
特色

まとめページでは、自らの思考を整理するさまざまなツールを用意しました。
紙の教科書とQRコンテンツを組み合わせることで、より多様な活動が展開できるように
なりました。

課
題
を
つ
か
む

課
題
を
追
究
す
る

課
題
を
解
決
す
る

自分の考えが
目に見える形に

なると

整理しやすくな
るのお

教科書ページ 内容

p.33 ベン図

p.75 マトリックス（表）

p.101 ステップチャート

p.127 フィッシュボーン

p.267 ウェビング

p.275 ステップチャート

p.277 トゥールミン図式

■  教科書に掲載の主な「思考ツール」

p.127「フィッシュボーン」を使ったまとめの例

p.33「ベン図」を使った例の解説

p.267
「ウェビング」を
使ったまとめの例

こちらから
実際に
試せます

こちらから
実際に
試せます
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